
愛
知
用
水
事
業
の
歴
史
地
理
的
考
察

加

武

夫

藤

一
、
は
じ
め
に

愛
知
用
水
が
通
水
し
て
す
で
に
十
年
を
経
過
し
、
こ
の
間
に
お
け
る
社
会
、
経
済
の
変
動
は
い
ち
じ
る
し
い
も
の
が
あ
る
。
し
た
が
っ

愛知用水事業の歴史地理的考察

て
愛
知
用
水
の
受
益
の
形
態
、

ア
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
受
益
面
積
の
変
化
は
地
域
社
会
に
大
き
い
影
響
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題

に
つ
い
て
は
、

す
で
に
森
滝
健
一
郎
の
調
査
が
あ
り
(
1
)
、

愛
知
用
水
学
術
調
査
団
で
は
地
域
開
発
に
関
す
る
単
行
本
を
発
行
し
て
い
る

こ
れ
と
と
も
に
こ
の
大
事
業
が
成
立
し
着
工
さ
れ
る
段
階
を
歴
史
地
理
学
的
に
究
明
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
り
、

す
で

(
2〉
O

し
か
し
、

に
そ
れ
が
可
能
な
時
期
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
公
的
刊
行
物
と
し
て
は
愛
知
用
水
公
団
、
愛
知
県
、
な
ら
び
に
愛
知
用
水
土
地
改
良

区
の
共
同
編
集
に
よ
る
「
愛
知
用
水
史
」
が
あ
り
(
3
)
筆
者
も
そ
の
執
筆
編
集
に
関
係
し
た
。

し
か
し
、

本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
れ
を
基

礎
と
し
な
が
ら
、
歴
史
地
理
的
な
視
点
か
ら
こ
の
過
程
を
見
直
す
こ
と
に
し
た
。
と
く
に
、
こ
の
事
業
の
成
立
の
遠
因
と
な
っ
た
自
然
環

境
と
、
こ
れ
を
具
体
化
さ
せ
た
地
域
住
民
の
期
成
活
動
を
推
進
さ
せ
た
社
会
、
経
済
的
環
境
と
、
こ
の
運
動
を
吸
い
あ
げ
て
国
家
的
国
際

185 

的
な
大
事
業
に
ま
で
発
展
さ
せ
た
国
家
的
機
構
を
述
べ
て
、
そ
の
開
発
の
過
程
を
考
察
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
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ニ
、
自
然
環
境

四
二
三
億
円
の
巨
費
を
投
じ
て
竣
工
し
た
こ
の
大
事
業
の
基
盤
と
な
っ
た
自
然
条
件
、
と
く
に
気
候
と
地
形
の
意
義
を
考
え
た
い
o

後

述
す
る
よ
う
に
愛
知
用
水
期
成
運
動
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
知
多
半
島
中
部
地
域
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
地
域
の
状
態
を
観
察
す
る
o

① 

気
候
条
件

愛
知
県
に
お
い
て
は
、

一
九
五
二
年
に

「
愛
知
県
農
業
気
候
図
」

の
大
冊
が
発
行
さ
れ
(
4
〉
、
詳
細
な
観
測
に
も
と

づ
く
成
果
が
図
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
観
察
す
る
と
知
多
半
島
お
よ
び
濃
尾
平
野
の
大
部
分
は
、

か
な
り
内
陸
性
気
候
を
示
し
愛
知
県

東
部
の
山
間
部
な
ら
び
に
渥
美
半
島
の
沿
海
部
よ
り
も
降
水
量
が
少
な
い
。
す
な
わ
ち
、
東
部
山
地
地
方
で
は
年
降
水
量
が
二
六

O
Oミ

リ
を
越
え
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
渥
美
半
島
で
も
一
七

0
0ミ
リ
以
上
で
あ
る
の
に
対
し
、
濃
尾
平
野
な
ら
び
に
尾
張
丘
陵
一
帯
で
は
一
五

0
0ミ
リ
で
あ
り
、
知
多
半
島
の
大
部
分
も
一
六

0
0ミ
リ
以
下
で
あ
る
o

し
か
し
、
こ
の
降
水
量
は
ほ
ぼ
日
本
の
平
均
値
に
近
く
、
瀬

戸
内
の
少
雨
地
域
と
比
較
し
て
も
必
ず
し
も
少
な
い
と
は
い
わ
れ
な
い
。
こ
こ
に
問
題
と
な
る
の
は
夏
期
に
お
け
る
降
水
量
で
あ
る
が
、

こ
れ
も
同
図
集
に
よ
っ
て
観
察
す
る
と
、
知
多
半
島
お
よ
び
尾
張
丘
陵
の
い
わ
ゆ
る
愛
知
用
水
地
域
の
八
月
の
降
水
量
は
一
四

0
ミ
リ
以

下
で
あ
る
の
に
対
し
、
東
部
山
地
で
は
三
六

0
ミ
リ
を
越
え
て
い
る
。
ま
た
干
天
率
(
一

0
日
間
中
の
無
降
水
日
率
)

の
図
で
も
愛
知
県

の
西
半
が
高
く
、
そ
の
中
で
も
尾
張
東
部
丘
陵
地
域
が
さ
ら
に
高
く
な
っ
て
い
る
。
同
様
に
梅
雨
期
を
代
表
す
る
六
月
の
干
天
率
も
名
古

屋
の
東
南
部
一
帯
に
高
い
数
値
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
瀬
戸
内
地
域
と
同
様
に
比
較
的
内
陸
気
候
で
、

日
本
に
お
け
る
た
め
池
濯
甑
の

卓
越
す
る
地
域
で
あ
る
け
れ
ど
も
(
5
)
こ
れ
だ
け
で
乏
水
性
の
理
由
と
す
る
こ
と
は
当
を
得
な
い
。

む
し
ろ
地
形
的
要
因
を
重
視
す
べ
き

で
あ
る
。

@ 

地
形
条
件

尾
張
平
野
東
部
に
は
ほ
ぼ
三
段
の
平
坦
段
丘
面
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
東
に
は
開
析
の
す
す
ん
だ
猪
高
層
、
瀬
戸
爽
炭



層
、
が
分
布
し
て
い
る
。
こ
の
状
態
は
知
多
半
島
に
ま
で
延
長
し
原
表
面
に
は
か
な
り
の
平
坦
面
を
保
ち
つ
つ
、
開
析
は
相
当
に
進
ん
で
、

樹
校
状
の
開
析
谷
を
形
成
し
て
い
る
。
台
地
丘
陵
地
は
乏
水
地
域
で
表
流
水
を
利
用
す
る
こ
と
は
困
難
で
、
最
近
ま
で
高
度
な
土
地
利
用

に
進
展
す
る
こ
と
な
く
、
と
き
に
は
パ
ッ
ド
ラ
ン
ド
と
な
っ
て
放
置
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
侵
食
谷
の
谷
頭
に
た
め
池
を
構
築
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
低
地
面
の
水
田
化
は
進
ん
だ
。
す
な
わ
ち
、
尾
張
平
野
東
部
で
は
江
戸
初
期
に
は
入
鹿
池
が
尾
張
藩
の
援
助
に
よ
っ
て
構

築
さ
れ
、

八

O
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
新
田
を
開
拓
し
た
の
を
は
じ
め
、
直
接
犬
山
扇
状
地
の
扇
頂
部
か
ら
引
水
す
る
木
津
用
水
を
ひ
ら
き
、

さ
ら
に
こ
れ
か
ら
新
木
津
用
水
を
延
長
し
て
五
二

O
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
開
拓
を
す
す
め
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
小
牧
面
、
鳥
居
松
面
の
低

位
段
丘
面
の
開
拓
は
相
当
に
す
す
ん
だ
。
こ
れ
に
対
し
、
名
古
屋
東
部
丘
陵
地
域
で
は
猪
高
面
の
侵
食
が
す
す
ん
で
平
坦
面
を
残
す
と
こ

ろ
が
少
な
く
、
谷
底
低
地
は
か
な
り
広
大
で
、
天
水
な
ら
び
に
渉
透
水
に
依
存
す
る
大
型
の
た
め
池
が
谷
頭
に
設
け
ら
れ
、
こ
れ
を
利
用

す
る
一
毛
作
田
が
聞
か
れ
た
o

こ
れ
に
よ
っ
て
多
く
の
新
田
集
落
が
成
立
し
、

し
た
が
っ
て
江
戸
時
代
で
は
人
口
漸
増
の
地
域
と
な
っ
て

愛知用水事業の歴史地理的考察

い
た
(
6
)
O

知
多
半
島
で
も
か
な
り
の
平
坦
面
を
残
し
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、

そ
の
土
地
利
用
は
粗
放
的
で
、

わ
ず
か
に
冬
は
小
麦
、
夏

は
サ
ツ
マ
イ
モ
が
作
付
け
ら
れ
て
い
た
程
度
で
あ
る
o

侵
食
谷
も
よ
く
発
達
し
、
谷
頭
に
は
大
小
の
た
め
池
が
構
築
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ

て
一
毛
作
田
が
経
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
名
古
屋
東
部
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
半
島
の
中
、
南
部
は
半
島
が
狭
小
で
侵
食
谷
が
小
さ

く
、
た
め
池
依
存
度
が
高
く
な
っ
て
い
る
o

こ
れ
ら
の
た
め
池
の
効
率
を
向
上
す
る
た
め
、

マ
ン
ボ
l
と
称
す
る
地
下
水
路
に
よ
っ
て
用

水
池
を
連
結
す
る
よ
う
な
工
作
も
い
く
つ
か
見
受
け
ら
れ
る
o

知
多
半
島
に
お
い
て
も
、
巨
大
な
た
め
池
は
大
部
分
が
江
戸
期
に
構
築
さ

れ
た
も
の
で
、

半
田
市
史
に
記
録
さ
れ
て
い
る
た
め
池
の
構
築
年
代
に
よ
っ
て
も
こ
れ
を
知
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
(
7
)
O

こ
の
よ
う
な

状
況
の
も
と
で
、
用
水
池
の
管
理
は
厳
重
で
「
小
地
下
」
と
称
す
る
農
民
代
表
者
に
よ
っ
て
、
宗
教
的
儀
式
を
と
も
な
っ
た
管
理
運
営
が

187 

行
な
わ
れ
た
o

天
水
ま
た
は
わ
ず
か
な
惨
透
水
に
依
存
す
る
た
め
池
濯
概
で
は
、
夏
の
少
雨
は
た
だ
ち
に
干
害
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
、
雨
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知多半島におけるため池かん

がい率一一愛知用水通水前

愛知用水土地改良区の資料によ.り

作成(ため池に依存する耕地の全

耕地に対する比率)

% 
圃 >95
睡園>90
屋雪>85
圏 >80
~>75 
国 >70
E]>60 

巴 <60

第1図

N
「
i
l‘

揚水機数

.50機

• 10 

1 . 

乞
い
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
伝
説
や
慣
習
を
生
ん
だ

ば
か
り
で
な
く
、
人
工
降
雨
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
降

と
も
あ
っ
た
(
8
3

水
を
希
望
す
る
行
事
が
官
民
一
致
で
行
な
わ
れ
た
こ

知
多
半
島
中
部
地
域
で
は
粘
土

層
上
の
砂
疎
層
に
地
下
水
が
滞
溜
し
浅
井
戸
に
よ
る

地
下
水
が
得
ら
れ
る
の
で
、
戦
前
か
ら
こ
れ
を
利
用

す
る
多
数
の
動
力
揚
水
が
行
な
わ
れ
て
き
た
。
狭
小

な
半
島
性
の
地
形
の
た
め
、
表
流
水
は
阿
久
比
川
な

愛知用水地域における地下水用動力

揚水機の分布一愛知用水通水前

愛知用水土地改良事業計画書

(1951年)により作成

第2図

ど
一
部
の
小
河
川
を
利
用
し
得
る
に
す

ぎ
な
い
状
況
で
、
知
多
半
島
の
乏
水
性

は
第
一
義
的
に
は
比
較
的
少
雨
の
気
候

条
件
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
乏
水
性
を

」
の
よ
う
に
深
刻
に
し
た
の
は
地
形
的

環
境
に
よ
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ

る
o

し
か
し
、

一
九
四
四
(
昭
和
一
九
)

年
な
ら
び
に
一
九
四
七
(
昭
和
二
二
)

年
の
盛
夏
期
の
記
録
的
な
少
雨
が
深
刻



f::6 H一割IT -'J必や νE軍兵~' H .-t主演荊宮 0~411~~思-'J!æ制や ν ， 8更キ委主軍f言明語読0t択審火Jf::6I' .¥.10 

川 F 麗t選期繭9~認

語草モド 謡選話 0~託耳思議長士三重喜望~i(<JょJ .，9.{:ぎわ ν難罵f::6~相!持制i(<J昔、ミロ。 lJ0君主5千)1三恒J母型腿 (1~園田社)'111~君臨

1~ Q自国抑もlJ兵11黒」ミ心'認書， g.t:<年単 0)Kia~まは吋l'0~*制Eも lJ 兵 11沼ム足手会j 兵士.\.1。制.}2'( 1 ~gr 同叶)

gjgj~心 l~gj平 (ffil再111 ])時01仲抑苦難夜干J業0+<軍主主-'Jよ:6I'..).2。リ lJ t-'宮駅*0認~ Í' ν ムl'0 1 ・同 gj -\l叶 0~4rr

はや ~\-'矧ての o ~忠岡市岡千)tt-l'0 "-6 '"斗， lJ 0計当時思議~.{:さも陸千)1令 P4」 E 4ミ心千J必〉閣側 11 :3:!~-'Jヘミ工人J)匿名.0~ム.，9 0

1941 (昭和22)年における降水量(上段)と降水日数(下段)

月 2 3 5 6 7 8 9 10 11 12 年

84.6 37.2 79.8 62，5 172. 3 83.3 145.9 37.8 217.2 64.9 17.3 74.0 1086.8 

12 19 16 8 17 21 13 7 17 13 10 8 97 

90. 1 30.3 78.1 52岡3 205.3 72.9 128.5 31. 0 181. 4 55.2 30.1 10.5 1016.4 
豊 8 5 9 6 13 11 10 2 13 9 5 7 94 

84.9 16.9 41. 8 58.9 149.8 125.8 118.9 36.3 214.0 62.4 19.1 69. 7 1047.8 

(常滑市) 8 7 9 6 14 14 8 4 Q • 9 5 7 100 

16.0 78.7 54. 1 129.9 98.6 100.4 26.1 279.8 86.5 33.5 71. 7 1116.5 

(南知多町)1 7 5 8 4 6 14 13 2 11 10 8 6 97 

第1表

wwhw圭
割
問
菅
川
ホ
脳
出
(
百
鰍
怖
ど
N
E
H
ロ
刑
判
守

(愛知用水土地改良事業計商書による)

由
∞
」
[
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知多半島における1947(昭和22)年の大干害の市町村別干害率

地区 I~骨量喜叫噌x100 地区iz基ω古書叫害忠x100 
可久比 6，170反 890反 14.42%

東 i甫 7，480 1，424 19.04 小鈴谷 2，330 392 16.82 

大 府 2，719 415 15，31 内海 2，460 138 5.61 

有 松 660 32 4.85 豊浜 1，120 116 10.36 

大 高 1，860 43 2.31 師崎 770 34 4，42 

k 野 4，480 15 0.33 野間 3，210 201 6.25 

横須賀 3，980 233 5.85 篠島一 16 ー

八 幡 4，430 574 12.96 日間賀島 3 

岡 回 950 141 14.84 河和.3，910 394 10.08 

1也 3，460 268 7.75 位 41S001剖 10.00

手口 3，720 豊 1，570 104 6.62 1，051 28.25 

武半 阿 7，630 1，630 21.36 大 野 40 28 70.00 

崎 1，730 186 10.75 

Al廿!f， 滑 1，050 299 28.48 

第2表

を
見
る
こ
と
が
な
く
、
稲
の
作
付
不
能
ま
た
は
枯
死
す
る
も
の

が
続
出
し
、

収
穫
皆
無
の
水
田
も
多
く
大
減
収
と
な
っ
た
(
9
)
O

こ
の
干
害
率
は
知
多
郡
に
は
な
は
だ
し
く
、
中
部
で
は
七

O
%

に
も
達
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
食
糧
難
の
時
代
に
加
え
て
、

こ
の
よ
う
な
災
害
に
際
会
し
て
、
水
田
作
の
安
定
を
希
望
す
る

う
ご
き
が
活
発
化
す
る
に
い
た
っ
た
。

①
期
成
運
動
の
発
端

木
曾
川
の
水
を
知
多
半
島
に
ま
で
導

愛知県農事試験所の資料による)

水
し
て
水
田
濯
慨
を
行
な
い
た
い
と
い
う
構
想
は
、
す
で
に
大

正
中
期
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
元
知
多
郡
富
貴
村
(
現
在
武
豊

町
に
併
合
)
長
で
あ
っ
た
森
田
万
右
衛
門
は
明
治
用
水
を
範
と

し
て
木
曾
川
の
水
を
知
多
半
島
に
ま
で
導
く
こ
と
を
提
唱
し
、

郡
農
村
会
の
席
上
な
ど
で
こ
の
抱
負
を
発
表
し
て
い
た
と
い

ぅ
。
さ
ら
に
こ
れ
を
具
体
化
し
た
も
の
に
奥
村
鉄
三
の
構
想
が

あ
っ
た
o

昭
和
の
初
期
、
当
時
の
愛
知
県
知
事
篠
原
英
太
郎
と

(1959年

図
っ
て
、
木
曾
川
の
水
を
既
設
の
木
津
用
水
の
水
路
を
利
用
し

て
導
き
、
こ
れ
を
揚
水
し
て
知
多
半
島
西
部
に
潅
水
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
、
そ
の
用
水
源
と
じ
て
木
曾
川
上
流
の
飯
原
(
現



在
長
野
県
木
曾
郡
木
祖
村
)

に
用
水
池
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
具
体
的
な
も
の
で
(
辺
の
ち
の
愛
知
用
水
事
業
の
先
駆
と
み
な
す
べ
き
も

の
で
あ
っ
た
が
、
資
金
難
に
加
え
て
太
平
洋
戦
争
へ
の
進
展
に
と
も
な
っ
て
立
ち
消
え
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
先
駆
的
構
想
が
前
述
の

一
九
五
七
年
の
異
常
干
害
と
食
糧
危
機
と
を
契
期
し
て
よ
み
が
え
る
に
い
た
っ
た
。

こ
の
初
期
の
段
階
の
指
導
者
の
一
人
久
野
庄
太
郎
は
知
多
郡
八
幡
村
(
現
在
知
多
市
)

の
豪
農
で
、

一
九
四
五
(
昭
和
二

O
)
年
に
は

天
皇
巡
幸
の
際
、
知
事
の
推
挙
を
受
け
て
営
農
に
関
す
る
御
前
講
話
を
行
な
っ
た
経
験
者
で
も
あ
る
o

戦
前
の
森
田
構
想
を
耳
に
し
て
い

た
関
係
も
あ
り
、
こ
れ
を
基
礎
に
し
た
木
曽
川
導
水
計
画
を
中
堅
農
民
層
や
有
力
者
に
意
志
を
伝
え
、
知
多
郡
中
堅
農
民
の
研
修
団
体
で

あ
る
「
知
多
郡
農
村
同
志
会
」
を
そ
の
活
動
の
母
胎
と
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
と
は
別
に
当
時
県
立
安
城
農
林
学
校
の
教
諭
(
の
ち
半

田
農
業
高
校
に
転
じ
た
)
浜
島
辰
雄
は
、
久
野
ら
の
運
動
を
新
聞
紙
上
で
知
っ
た
の
で
、
独
自
に
作
成
し
た
用
水
計
画
図
を
携
え
て
久
野

愛知用水事業の歴史地理的考察
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4 

2 

8 

第3図 戦中戦後における知多郡の米の収
穫量(上)と減収量(下)

(愛知県}怠業試験所資料より作成)

を
訪
問
し
た
o

浜
島
氏
は
豊
明
村
(
現
在
は
町
制
)
出
身
で
戦
時
中

小
牧
の
陸
軍
幼
年
学
校
に
在
職
中
、
任
地
と
自
宅
を
往
復
し
て
現
在

の
愛
知
用
水
地
域
の
実
状
を
よ
く
知
っ
て
い
た
。
と
く
に
一
九
四
四

年
の
干
害
の
際
に
は
、
農
民
が
土
瓶
で
苗
に
潅
水
し
て
い
る
の
を
見

て
義
憤
を
感
じ
、
そ
の
後
余
暇
を
見
て
陸
地
測
量
部
の
二
万
五
千
分

の
一
の
地
形
図
を
手
に
し
て
現
地
を
巡
検
し
、
図
上
に
木
曾
川
か
ら

の
導
水
路
を
記
入
し
た
百
)
O

用
水
源
と
し
て
木
曾
川
上

し
か
も
、

流
部
に
ダ
ム
を
構
築
す
る
と
い
う
具
体
的
な
も
の
で
、

の
ち
の
現
実

の
愛
知
用
水
事
業
と
本
質
的
な
差
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
図
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を
見
た
久
野
は
感
心
し
、
相
携
え
て
用
水
実
現
の
た
め
協
力
す
る
こ
と
を
誓
っ
た
と
い
う
o

こ
の
図
面
は
の
ち
愛
知
用
水
期
成
同
盟
会
が

期
成
運
動
に
使
用
す
る
た
め
の
説
明
図
の
原
因
と
な
っ
た
。
青
年
中
堅
農
民
層
で
組
織
さ
れ
た
知
多
郡
農
村
同
志
会
は
こ
の
計
画
に
全
面

的
な
賛
意
を
表
明
し
て
、

一
九
四
八
(
昭
和
二
三
)
年
十
月
に
「
愛
知
用
水
開
発
期
成
会
」
が
成
立
し
た
o

期
成
会
で
は
地
元
市
町
村

長
、
地
方
事
務
所
長
を
通
じ
て
全
知
多
郡
の
市
町
村
会
に
働
き
か
け
、
市
町
村
ぐ
る
み
の
愛
知
用
水
期
成
同
盟
会
と
な
り
翌
一
九
四
九

(
昭
和
二
四
)
年
に
は
名
古
屋
東
部
地
域
を
も
含
め
た
全
域
的
な
も
の
に
発
展
し
た
o

@ 

期
成
運
動
の
展
開

こ
の
よ
う
な
食
糧
難
を
背
景
と
し
て
お
こ
さ
れ
た
期
成
運
動
の
対
象
は
二
つ
の
方
向
に
む
け
ら
れ
た
。
そ
の

一
つ
は
地
域
農
民
の
全
面
的
な
支
持
を
得
る
た
め
の
内
部
結
束
を
強
化
す
る
た
め
の
啓
蒙
活
動
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
関
係
各
官
庁
諸
機

関
へ
の
要
請
な
ら
び
に
陳
情
活
動
で
あ
っ
た
o

内
部
の
結
束
を
固
め
る
た
め
に
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
方
法
を
と
っ
た
o

農
村
同
志
会
員
が
そ
の
中
核
と
な
り
、
部
落
単
位
の
期
成
集
会

を
開
催
し
、
期
成
運
動
の
趣
旨
を
説
明
を
行
な
っ
て
意
志
の
統
一
を
は
か
り
、
全
面
的
な
協
力
体
制
を
確
立
す
る
要
が
あ
っ
た
。

し
カミ

し
、
そ
の
集
会
は
き
わ
め
て
粗
朴
な
方
法
を
と
り
、
浪
曲
師
梅
之
校
鴛
の
助
力
を
得
て
、
浪
曲
会
に
こ
と
よ
せ
て
農
民
を
参
集
さ
せ
た
。

し
か
も
、
そ
の
浪
曲
の
内
容
は
明
治
用
水
の
計
画
者
都
築
弥
厚
を
主
題
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
浪
曲
で
の
感
激
の
消
え
去
ら
な
い
う
ち

に
、
同
志
会
の
幹
部
は
用
水
を
実
現
さ
せ
た
い
こ
と
を
力
説
し
、
そ
の
た
め
に
は
関
係
地
域
の
農
民
の
団
結
の
必
要
な
こ
と
を
訴
え
た
。

ま
た
、
名
古
屋
の
篤
志
家
の
経
済
援
助
を
う
け
て
、

毎
日
新
聞
記
者
岸
哲
夫
の
小
説

「
明
治
川
」
(
ロ
)
を
多
数
購
入
し
各
方
面
に
配
布
し

た
。
こ
れ
も
都
築
弥
厚
の
労
苦
と
、
そ
の
遺
志
を
う
け
つ
い
で
、
岡
本
兵
松
、
伊
予
田
与
八
郎
ら
が
明
治
用
水
を
完
成
さ
せ
る
ま
で
の
過

程
を
小
説
化
し
た
も
の
で
、
愛
知
用
水
期
成
の
た
め
の
農
民
運
動
の
教
科
書
と
し
て
は
ま
こ
と
に
時
機
を
得
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
と
は
別
に
外
部
へ
の
要
請
と
陳
情
工
作
が
進
展
し
た
。

一
九
四
八

(
昭
和
二
二
一
)
年
秋
に
は
第
二
次
吉
田
内
閣
が
成
立
し
、
戦
後



の
不
安
と
混
乱
を
き
わ
め
た
中
央
政
界
も
、

よ
う
や
く
安
定
の
方
向
を
見
出
し
た
o

前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
同
志
会
は
知
多
郡
地
方
事

務
所
長
や
地
元
町
村
長
を
通
じ
て
、
知
多
郡
市
町
村
会
に
働
き
か
け
、
そ
の
中
で
当
時
の
半
田
市
長
森
信
蔵
が
推
進
の
中
核
と
な
り
、
地

元
選
出
の
議
員
を
通
じ
て
、
愛
知
県
、
国
家
機
関
に
推
進
を
要
請
し
た
o

期
成
同
盟
会
長
に
推
さ
れ
た
森
半
田
市
長
は
戦
前
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
に
お
け
る
記
者
生
活
を
通
じ
て
米
国
に
も
知
人
が
多
く
、

し
か
も
彼
の
固
に
お
け
る
大
規
模
な
開
発
事
業
を
見
て
い
る
の
で
視
野
が

広
く
、
こ
の
よ
う
な
期
成
運
動
の
推
進
役
と
し
て
は
適
任
で
あ
っ
た
o

か
く
し
て
期
成
会
の
会
長
に
就
任
し
た
が
、
そ
の
と
き
関
係
者
に

配
布
さ
れ
た
資
料
は
久
野
・
浜
島
ら
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
後
の
愛
知
用
水
計
画
と
比
較
し
て
も
大
差
の

た
す
く

な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
国
志
会
幹
部
は
農
林
省
開
拓
局
長
伊
藤
佐
が
郷
土
の
豊
明
村
(
現
在
町
)
の
出
身
で
あ
る
こ
と
を
卒
と
し
、

一
九
四
八
年
二
一
月
陳
情
団
を
組
織
し
て
上
京
し
、

つ
、
ぎ
つ
ぎ
と
関
連
を
た
ど
り
、
紹
介
を
得
て
、
農
林
省
を
中
核
と
し
な
が
ら
、
通
産

省
(
発
電
関
係
)

-
建
設
省
(
河
川
関
係
)

-
経
済
安
定
本
部
・
高
松
宮
・
吉
田
首
相
を
歴
訪
し
、
吉
田
首
相
か
ら
援
助
の
確
約
を
得

愛知用水事業の歴史地理的考察

た
。
し
か
し
、
こ
の
間
に
お
い
て
愛
知
用
水
事
業
が
国
土
開
発
の
一
環
と
し
て
総
合
的
な
多
目
的
用
水
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
教

え
ら
れ
た
o

こ
の
よ
う
な
陳
情
運
動
は
そ
の
後
も
く
り
返
り
行
な
わ
れ
た
が
、
そ
の
際
に
持
参
し
た
の
が
、
同
志
会
員
ら
が
久
野
邸
な
ど

で
つ
い
た
鏡
餅
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
当
時
の
農
民
運
動
の
面
白
が
伺
わ
れ
る
。

そ
の
後
の
期
成
運
動
の
中
で
特
筆
す
べ
き
は
国
際
復
興
開
発
銀
行
す
な
わ
ち
世
界
銀
行
へ
の
接
近
で
あ
っ
た
。

一
九
五

O
(昭
和
二

五
)
年
、
全
国
市
長
代
表
団
が
米
国
事
情
視
察
を
行
な
っ
た
際
、
同
盟
会
長
の
森
半
田
市
長
も
こ
れ
に
加
わ
り
、
こ
れ
を
契
期
と
し
て
世

界
銀
行
を
訪
問
し
総
裁
ブ
ラ
ッ
ク

(
開
・
河
・
呂
田
口
r)
、
副
総
裁
(
勾
「

C
R
5
5
を
訪
問
し
て
援
助
を
要
請
し
た
。
中
央
政
府
機
関
に
陳

情
の
際
、

い
つ
も
問
題
と
さ
れ
た
の
は
資
金
源
で
あ
る
の
で
、
世
銀
の
援
助
と
借
款
の
下
で
、
こ
れ
を
推
進
さ
せ
よ
う
と
す
る
考
え
で
あ
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っ
た
。
こ
の
訪
問
に
よ
っ
て
ブ
ラ
ッ
ク
総
裁
は
好
意
を
示
し
た
。
な
お
渡
米
の
際
に
同
志
会
の
名
目
で
広
報
用
に
作
成
し
た
「
愛
知
用
水
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第 3表愛知用水事業の進展

..-< 

国家・社会環境 農民運動の進展 事業の進展

明治末 森田万右衛門の用水構想 l大正3 名古屋上水道通水
昭和初期奥村鉄三らの用水構想

昭和19 敗戦の気配濃厚

大千害

南海地震

戦災

昭和20(1945) 三河地震 | 昭和20 久野庄太郎天皇に営農説明
大戦災

敗 戦

台風災害

食糧難

昭和21 米よこせデモ

深刻な社会不安

農地改革

昭和22 二・ースト

新憲法施行

大干害

昭和23 第二次吉田内閣成立 昭和23 久野庄会太郎 胎浜島運会辰動成雄開立ら 農
村愛中知央同志 を母成 に 始
用へ水陳期情 同盟

昭和24 土地改良法制定 昭和24 関係全域に期成同盟会成立 昭和24 農林省の現地調査

昭和25(1950) 朝鮮動乱 昭和25 広報ノミンフレット発行 昭和25 森期成同盟会長世界銀行訪問



国土総合開発法にもとづく「木
曾特定地域」を指定農林省の
「木曾川水系総合農業水利調査
事務所」開設

世銀ドール 日本経済調査団と

して来日

世銀副総裁ガーナー来日

借款交渉

世銀調査団相ついで、来日

愛知用水協カ会(会長桑原知事)

結成

愛知用水公団設立

畑かん実験農場(大府町)設立

牧尾ダム・三好ダム着工

全面的に着工

昭和26
森同盟会長(半田市長)渡米

土地改良区設定にもとづく住
民の意志統一

愛知用水土地改良区設立
「愛知用水新聞」発刊

昭手口26

国土総合開発法公布

サンフランシスコ講和条約
日米安全保障条約に調印
国土総合開発法施行

昭和26

昭不日27

昭和27

昭和28
経済自立四原則発表昭和28

昭和30

昭和31

昭手口32

昭和33

↑ 最新の技術を投入して工事は急
↓ ピッチで進展

昭和36

昭和29昭和31(1961)国連に加盟

昭和33(1961)名古屋南部工業地域に工

業用水法適用(地下水規制)
昭和31r愛知用水だより」発刊(愛知
用水土地改良区)

透水式(9月30日)愛知用水公

団豊川用水の事業を継承

「愛知用水技術誌」発刊

豊川用水通水

昭和37

昭和43

東海製鉄(現新日鉄)起工

名古屋南部臨海工業地帯造成

活発となる。

伊勢湾風台風 (9月26日)

池田内閣成立

農業基本法成立

(所得倍増計画時代)

東京オリンピック

新幹線開通

昭和34

昭手日35

1昭和36

昭和39

水資源開発公愛知用水公団

団に吸収合併

「愛知用水史」の実質的な完成昭和45
昭和44 総合農政と米の作付制限

昭和45(1970) 万国博開催

燃
や
包
割
製
似
脳
同
(
百
酬
明
怖
μ胃
m
H
Z
示
制

目
白
H
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の
趣
旨
と
理
想
」

(
5
と
称
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
英
訳
し
た
も
の
〈
M
)
を
携
行
し
、
こ
れ
を
関
係
方
面
に
多
数
配
布
し
た
o

こ
の
世
銀
へ

の
接
近
は
、

の
ち
愛
知
用
水
事
業
に
世
銀
借
款
の
端
緒
を
あ
た
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。

な
お
、
用
水
計
画
が
具
体
化
す
る
に
つ
れ
て
、

と
く
に
そ
の
関
心
を
深
め
た
の
が
、
今
日
の
南
知
多
町
一
帯
の
臨
海
漁
村
集
落
で
あ
っ

た
。
こ
の
背
後
の
丘
陵
は
す
で
に
ミ
カ
ン
の
栽
培
が
古
く
か
ら
行
な
わ
れ
た
中
新
統
の
頁
岩
と
砂
岩
の
互
層
地
域
で
あ
る
が
、

た
め
池
か

ん
が
い
率
の
高
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
臨
海
部
の
集
落
で
は
生
活
用
水
が
欠
乏
し
、
わ
ず
か
な
共
同
井
戸
に
そ
れ
を
依
存

は
ま
ぐ
り
み
ず

し
て
い
た
。
そ
の
共
向
井
戸
に
お
い
で
す
ら
「
蛤
水
」
と
呼
ば
れ
る
塩
分
の
多
い
水
質
不
良
の
水
で
、
従
来
ト
ラ
コ
ー
マ
の
多
発
地
帯

と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
生
活
改
善
の
た
め
上
水
道
と
し
て
の
愛
知
用
水
の
利
用
は
地
域
住
民
に
大
き
い
関
心
を
よ
び
、
水
道
貯
金

を
行
な
っ
て
用
水
の
通
水
を
渇
望
し
て
待
ち
わ
び
て
い
た
の
は
こ
こ
の
住
民
で
あ
っ
た
。
の
ち
、
離
島
振
興
法
に
よ
っ
て
、
篠
島
・
日
間

賀
島
へ
も
通
水
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
、
今
日
で
は
南
知
多
一
帯
の
観
光
開
発
に
も
寄
与
す
る
こ
と
が
き
わ
め
て
大
で
あ
る
。

四
、
中
央
官
庁
の
対
応

① 

国
家
社
会
環
境
の
変
化

一
九
五

O
(昭
和
二
五
)
年
は
朝
鮮
動
乱
の
年
で
あ
り
、
翌
五
一
年
に
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
が
締
結
さ
れ
、

日
本
は
自
立

へ
の
歩
調
を
進
め
つ
つ
あ
っ
た
。
荒
廃
し
た
国
土
の
再
建
の
た
め
に
は
、
食
糧
の
自
給
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
確
保
・
防
災
対
策
の
強
化

を
推
進
す
る
要
が
あ
り
、
こ
の
年
に
制
定
さ
れ
た
国
土
総
合
開
発
法
は
、
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
河
川
の
統
制
を
通
じ
て
地
域
開

発
を
促
進
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
「
木
曾
特
定
地
域
」
が
指
定
さ
れ
、
農
林
省
に
お
い
て
は
「
木
曾
川
水
系
総
合
農

業
調
査
事
務
所
」
が
名
古
屋
に
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
時
流
に
乗
り
得
た
愛
知
用
水
計
画
は
急
に
世
の
脚
光
を
浴
び
る
に
い



た
っ
た
。

@ 

官
庁
の
吸
い
上
げ

こ
の
よ
う
な
状
勢
の
下
で
、
農
林
省
に
お
い
て
も
、

し
ば
し
ば
現
地
調
査
を
行
な
っ
た
o

他
方
、
叶
一
界
銀
行
で
も
一
九
五
二
(
昭
和
二

七
)
年
に
は
じ
め
て
現
地
調
査
を
行
な
い
引
き
つ
づ
い
て
来
日
し
た
世
銀
農
業
調
査
団
長
ド
ー
ル

盟
会
で
は
要
望
を
提
出
し
て
い
る
。
つ
い
で
翌
五
三
年
副
総
裁
ガ
l
ナ
l
が
来
日
し
て
借
款
交
渉
を
行
な
っ
た
。
そ
の
後
も
引
き
つ
づ
い

(
対
・
出
・
ロ
oOH)

に
対
し
て
、

期
成
同

て
調
査
団
が
来
日
し
た
。
ま
た
技
術
導
入
に
関
し
て
は
世
銀
借
款
と
の
関
係
も
あ
っ
て
、
米
国
技
術
商
社
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ

(同門
U
-
H

・
社
長

F
F
E
O
O
H
)

」
の
計
画
は
国
際
的
規
模
に
ま
で
拡
大
す
る
こ

の
技
術
指
導
を
受
け
る
こ
と
に
し
た
。

か
く
し
て
、

と
に
な
っ
た
。
ダ
ム
サ
イ
ト
に
つ
い
て
も
簸
原
・
滝
越
・
飛
騨
川
水
系
の
高
根
な
ど
各
種
の
案
が
出
さ
れ
た
が
、
経
済
的
理
由
と
の
こ
と

で
王
滝
村
の
二
子
持
が
有
力
と
な
り
、

工
法
も
は
じ
め
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
の
構
想
か
ら
転
じ
て
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
と
な
り
、
ダ
ム

愛知用水事業の歴史地理的考察

サ
イ
ト
も
二
子
持
に
近
い
牧
尾
橋
の
地
点
に
決
定
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
国
土
総
合
開
発
と
い
う
錦
旗
の
も
と
に
世
銀
借
款
・
技
術
援
助
と
い
う
テ
コ
入
れ
を
得
て
、
国
家
的
な
大
事
業
と

な
っ
た
o

し
か
も
、
能
率
的
で
か
つ
短
期
間
に
竣
工
を
要
請
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
公
団
組
織
が
考
え
ら
れ
、
着
々
と
そ
の
準
備
が
進
展

し
た
。
か
く
し
て
一
九
五
五
(
昭
和
三

O
)
年
に
愛
知
用
水
公
団
が
設
立
さ
れ
、
強
力
な
一
貫
体
制
の
下
で
着
工
の
準
備
が
す
す
め
ら

五
八
年
が
ら
は
全
面
的
に
工
事
が
開
始
さ
れ
、
五
ヶ
年
の
短
日
月
の

れ

一
九
五
七
(
昭
和
三
二
)
年
牧
尾
ダ
ム
の
着
工
を
皮
切
り
に
、

聞
に
完
工
し
、

一
九
六

@ 

(
昭
和
三
六
)
年
九
月
に
竣
工
、
通
水
の
運
び
と
な
っ
た
。

社
会
環
境
の
変
化
と
農
民
に
対
す
る
指
導

197 

こ
の
よ
う
に
地
域
農
民
の
、
水
田
か
ん
が
い
用
水
を
獲
得
し
た
い
と
い
う
む
し
ろ
素
朴
と
も
い
う
べ
き
要
求
は
、
国
家
権
力
機
構
に
完
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全
に
吸
い
上
げ
ら
れ
、

ひ
と
た
び
軌
道
に
乗
っ
た
愛
知
用
水
開
発
事
業
は
予
定
さ
れ
た
計
画
に
従
っ
て
急
速
に
進
渉
し
た
。
こ
の
間
に
日

本
の
経
済
は
よ
う
や
く
高
度
成
長
期
に
入
り
、
岸
内
閣
を
へ
て
、
所
得
倍
増
を
提
唱
す
る
池
田
内
閣
の
時
代
に
突
入
し
た
o

名
古
屋
南
部

の
新
ら
し
い
臨
海
工
業
地
帯
の
造
成
も
こ
の
間
に
す
す
み
、

一
九
五
九
(
昭
和
三
四
)
年
に
は
現
在
の
新
日
本
製
鉄
名
古
屋
製
鉄
所
の
前

身
で
あ
る
東
海
製
鉄
が
着
工
さ
れ
た
。
こ
の
誘
置
を
め
ぐ
っ
て
名
古
屋
南
部
地
域
と
桑
名
の
臨
海
地
域
が
対
立
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
最

終
決
定
を
見
た
の
は
愛
知
用
水
を
工
業
用
水
と
し
て
、
利
用
し
得
る
見
通
し
が
確
実
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
詰
)
O

さ
ら
に
、

そ
の
前
年
(
一
九
五
八
)
年
に
は
名
古
屋
港
臨
港
地
帯
の
一
帯
に
工
業
用
水
法
が
適
用
さ
れ
、
地
下
水
汲
み
上
げ
が
規
制
さ
れ
た
こ
と

も
、
工
業
用
水
と
し
て
の
愛
知
用
水
の
意
義
を
大
き
く
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
設
計
と
計
画
の
中
心
は
い
う
ま
で
も
な
く
農
業
用
水
で
あ

る
の
で
、
受
益
農
家
に
対
し
て
、
賦
課
金
に
耐
え
得
る
収
益
の
高
い
農
業
を
要
求
す
る
必
要
が
生
じ
、
急
い
で
営
農
指
導
が
開
始
さ
れ

た
o

公
団
に
お
い
て
も
大
府
町
に
畑
地
か
ん
が
い
実
験
農
場
を
設
置
し
て
実
験
と
研
究
を
行
な
い
、
米
国
か
ら
は
畑
地
か
ん
が
い
、
用
水

配
分
の
権
威
者
で
あ
る
ビ
シ
ョ
ッ
プ
教
授
(
ユ
タ
大
学
教
授
)
や
ス
ワ

l
ナ
ー
を
招
い
て
指
導
に
当
ら
せ
た
。
農
事
試
験
所
関
係
も
こ
れ

と
と
り
く
み
、
愛
知
県
農
政
部
に
お
い
て
も
九
ケ
所
に
畑
地
か
ん
が
い
営
農
指
導
施
設
を
設
け
て
、
現
実
の
農
民
を
相
手
に
ス
ブ
リ
ン
ク

ラ
ー
な
ど
の
器
具
を
借
与
し
て
畑
地
か
ん
が
い
の
指
導
を
行
な
っ
た
白
)
O

他
方
で
は
ミ
カ
ン
栽
培
が
奨
励
さ
れ
、

知
多
半
島
の
開
墾
地

の
多
く
に
ミ
カ
ン
の
新
植
が
開
始
さ
れ
、
世
間
に
「
オ
レ
ン
ジ
運
河
」
と
さ
わ
が
れ
る
事
態
と
な
っ
た
。
公
団
幹
部
も
い
わ
ゆ
る
「
天
下

り
人
事
」
と
見
ら
れ
る
も
の
も
多
く
み
ら
れ
た
o

こ
の
時
点
に
立
つ
と
農
民
側
は
受
身
の
立
場
に
転
じ
、
農
民
の
利
益
代
表
機
関
と
し
て

結
成
さ
れ
た
「
愛
知
用
水
土
地
改
良
区
」
も
、
そ
の
機
関
紙
「
愛
知
用
水
だ
よ
り
」
な
ど
を
通
じ
て
効
果
的
な
水
の
使
用
と
収
益
の
高
い

営
農
を
呼
び
か
け
た
。
し
か
し
、
そ
の
成
果
が
十
分
に
熟
し
き
っ
て
い
な
い
ま
ま
に
通
水
の
日
を
迎
え
た
。



玉
、
ダ
ム
建
設
と
地
域
の
変
貌

こ
こ
で
は
、
貯
水
池
の
牧
尾
ダ
ム
の
建
設
が
地
元
関
係
地
域
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
若
干
言
及
す
る
o

こ
れ
に
関
し
て
は
、

「
王
滝

村
史
」
を
は
じ
め
、
二
三
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
日
)
(
凶
)
(
四
)
こ
こ
で
は
主
と
し
て
人
口
の
推
移
と
景
観
の
変
貌
に
つ
い
て
述
べ

る
。
ダ
ム
サ
イ
ト
な
ら
び
に
工
法
に
つ
い
て
は
、

日
米
両
技
術
陣
の
聞
に
意
見
の
相
異
が
あ
り
、
二
転
、
三
転
し
て
牧
尾
橋
の
地
点
に
ロ

ッ
ク
フ
ィ
ル
型
式
の
ダ
ム
を
建
設
す
る
こ
と
に
決
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
建
設
費
を
軽
減
す
る
と
い
う
経
済
的
な
理
由
で
あ
っ
た
が
、
世

銀
借
款
の
見
返
り
と
し
て
購
入
し
た
米
国
の
工
作
機
械
を
活
用
す
る
に
は
都
合
の
よ
い
地
点
で
あ
り
、

工
法
で
も
あ
る
と
い
う
ふ
く
み
も

が
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
関
係
地
域
の
王
滝
、
一
ニ
岳
両
村
は
、
受
益
を
と
も
な
う
こ
と
が
な
い
完
全
な
犠
牲
的
立
場
に
立
つ
こ
と
と

し
だ
い
に
条
件
闘
争
に
切
換
て
い

な
っ
た
。
か
く
し
て
絶
対
反
対
を
標
梼
し
て
立
上
っ
た
が
、
国
家
的
大
事
業
と
い
う
錦
旗
の
も
と
で
、

愛知用水事業の歴史地理的考察

っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
間
に
お
け
る
関
係
者
の
聞
の
意
見
の
対
立
、
抗
争
が
つ
づ
い
た
た
め
、
さ
い
ご
に
は
両
村
長
に
全
権
を
委
任
し
て

牧尾ダム建設にともなう

補償費

(水資源開発公団の資料

による)

199 

第4表

工事総額| 88億円!A)

補償総額 42 (B) 

工事補償費

(豪語'森林)内 のつけ 16 
かえなど

訳 公共補償費
20 

個人(2補56戸償)費
6 

工ちの事に市皆総む補額償る川比叫幹朋率の明う 47.7% 

闘
争
か
ら
は
直
接
手
を
ひ
い
た
。
公
団
側
も
こ
れ
に
対
し
て
は
誠
意
を
も

っ
て
あ
た
り
、
水
没
の
一
木
一
草
に
い
た
る
ま
で
補
償
の
対
象
と
し
た
た

め
、
補
償
額
は
莫
大
な
額
に
達
し
た
。
公
共
補
償
に
よ
っ
て
道
路
の
改
修

学
校
・
公
民
館
の
改
修
改
築
が
行
な
わ
れ
プ
ー
ル
ま
で
つ
く
ら
せ
た
。
営

林
局
側
に
対
し
て
も
森
林
鉄
道
の
つ
け
か
え
、
飯
場
の
移
転
な
ど
の
補
償

を
必
要
と
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
補
償
額
は
四

O
億
円
を
越
え
、
ダ
ム

構
築
費
八
八
億
円
の
約
四
八
彪
を
占
め
る
に
い
た
っ
た
。
ダ
ム
建
設
に
先
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立
っ
て
移
転
移
住
を
完
了
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
中

で
も
三
岳
村
の
和
田
、
黒
瀬
の
二
集
落
お
よ
び
王
滝
村
の
崩
越
は

ダ
ム
サ
イ
ト
と
水
没
地
域
と
な
り
完
全
に
姿
を
消
し
た
。
二
子
持

王滝・三岳両村における集落完IJ人口の推移

集
落
は
水
没
地
点
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
こ
こ
が
作
業
場
の

中
心
と
な
っ
て
、
こ
れ
も
大
部
分
移
転
を
要
請
さ
れ
た
。
し
か

し
、
こ
の
よ
う
な
地
点
で
は
工
事
の
開
始
と
と
も
に
、
多
数
の
外

来
者
が
入
込
み
、

一
時
的
に
人
口
の
急
増
を
見
た
け
れ
ど
も
、
竣

工
と
と
も
に
引
揚
げ
た
た
め
、
無
住
地
と
な
っ
た
o

こ
の
他
、
淀

地
・
崩
越
・
田
島
・
三
沢
な
ど
の
諸
集
落
も
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
大
部

分
ま
た
は
一
部
分
が
移
住
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
o

第
5
表
で
み
ら

れ
る
よ
う
に
王
滝
村
の
場
合
は
固
有
地
が
多
く
、
水
没
者
の
中
に

は
営
林
署
雇
用
者
も
か
な
り
含
ま
れ
て
い
る
関
係
上
、
村
内
移
住

第4図

者
が
多
い
け
れ
ど
も
、
民
有
地
の
多
い
三
岳
村
の
場
合
は
そ
の
生

活
の
基
盤
が
な
く
、
村
長
の
勧
奨
に
も
従
っ
て
、
そ
の
大
部
分
が

各
地
に
転
任
し
た
。

移
住
を
必
要
と
し
な
い
も
の
も
、
耕
地
の
補
償
金
な
ど
を
獲
得

し
て
、
そ
れ
を
基
金
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
生
活
改
善
に
使
用
し
た
。



41戸(ム00名

1戸 (6名

24111  

0.08 

12.2 

牧尾ダム建設にともなう水没の状況

(王滝村・三岳村資料により集計)

愛知用水事業の歴史地理的考察

第5表
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キサ岳本すi定王村

12，005ha 
2，LOO 

31，00.oha 
26，110 

52戸 (307名)

43戸 (205名)

27.3 ha 

53.0 11 

35.3 11 

56.4 11 

面積
固有地面積

村外移{ど

村内移住

水没した回

水没した畑

水没した採草地

水没した山林

水

没

の
情
況

か
く
し
て
、
と
く
に
王
滝
村
に
お
い
て
は
、

従
来
の
木
曾
型
の
民
家
様
式
は
大
部
分
そ
の

形
態
を
改
め
る
に
い
た
っ
た
o

一
般
に
貯
水
用
、
ダ
ム
は
発
電
用
、
ダ
ム
に
比
較
し
て
水
没
面

積
が
広
大
で
あ
り
、

地
域
に
お
よ
ぼ
す
影
響
も
発
電
刷
ダ
ム
に
比
較
し
て
大
き
い
。

六
、
お
わ
り
に

以
上
、

愛
知
用
水
の
事
業
の
進
展
に
と
も
な
う
環
境
の
変
化
を
歴
史
地
理
的
見
地
か
ら

述
べ
た
o

知
名
/
半
島
の
乏
水
性
が
用
水
開
発
計
画
の
基
盤
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
気
候
条
件

よ
り
も
台
地
丘
陵
性
の
地
形
的
要
凶
に
よ
る
こ
と
が
多
い
。
〆
し
か
し
、

期
成
運
動
の
直
接

の
動
機
と
な
っ
た
の
は
、

当
時
の
深
刻
な
食
糧
危
機
の
最
中
に
見
舞
わ
れ
た
大
干
害
で
あ

っ
た
。
か
く
し
て
、

過
去
に
お
け
る
木
曾
川
の
利
水
形
態
や
隣
接
地
域
の
明
治
用
水
を
モ

デ
ル
と
し
て
、

先
進
的
な
指
導
者
が
立
ち
上
り
、
中
堅
的
農
民
層
に
働
き
か
け
、
粗
朴
で

は
あ
る
が
、

精
力
的
な
期
成
運
動
を
展
開
し
、
関
係
市
町
村
を
抱
え
込
ん
だ
期
成
同
盟
会

を
組
織
し
た
。

同
盟
会
は
安
定
し
た
水
田
濯
甑
用
水
を
渇
望
す
る
農
民
の
心
情
を
く
み
上

け手

そ
れ
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
結
束
し
て
用
水
期
成
の
運
動
を
展
開
す
る
必
要
を
説

き

あ
ら
ゆ
る
政
府
・
官
僚
機
構
に
対
し
て
陳
情
を
つ
づ
け
、
こ
の
間
に
世
界
銀
行
に
ま

で
接
近
す
る
に
い
た
っ
た
。
陳
情
の
進
む
過
程
に
お
い
て
、
こ
の
用
水
は
単
な
る
水
田
濯

概
の
た
め
の
用
水
で
は
な
く
、

地
域
開
発
を
と
も
な
っ
た
多
目
的
総
合
用
水
の
構
想
に
発
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牧尾ダム建設にともなう村外移住

戸数

第B表展
し
た
。 (両村資料による)

移住先市町村 |王滝村|三岳村

福島町 3 2 

上松町 2 2 

山口村 1 

日義村 1 

塩尻市 4 1 

長
松本市 4 6 

駒ケ根市 3 
野
長野市 1 

辰野町
県
松川町(北安曇)

三郷村 1 1 

南箕輪村 1 

飯田市 1 2 

豊科町

宮田村 1 

飯島町 2 

三好町 5 

愛 豊橋市 6 5 

全日
旭 町

小牧市 1 
県 岩倉町 1 

名古屋市 1 

岐
中津川市 8 10 

阜 恵那市
2 

県
福岡村 1 

坂下町 1 1 

そ 東京都 4 
の
他 千葉県 1 

の 大阪府 1 

都府県
秋田県 1 

新潟県 1 

言十 41 

れ
に
も
と
づ
く
木
骨
特
定
区
域
の
設
定
と
な
っ
た
。
こ
の
時
点
で
用
水
計
画
は
表
面
に
浮
び
上
り
、
世
銀
借
款
を
パ
ッ
ク
と
し
て
、
国
家

あ
た
か
も
、
中
央
政
界
は
安
定
期
に
入
り
、
戦
後
の
再
建
運
動
が
活
発
と
な
り
、
そ
の
一
つ
に
国
土
総
合
開
発
法
の
制
定
が
あ
り
、
こ

権
力
に
吸
い
あ
げ
ら
れ
て
愛
知
用
水
公
団
が
設
定
さ
れ
、
国
家
的
大
事
業
の
錦
旗
の
も
と
に
、
米
国
流
の
能
率
の
よ
い
作
業
方
式
に
し
た

が
っ
て
、
事
業
は
急
速
に
推
進
さ
れ
た
。
こ
の
工
事
期
間
は
、
あ
た
か
も
日
本
経
済
の
高
度
成
長
期
と
な
り
、
用
水
も
こ
れ
に
即
応
す
る

た
め
、
公
団
、
県
な
ど
の
上
部
機
闘
が
主
体
と
な
り
、
営
農
、
畑
地
か
ん
が
い
、
果
樹
園
芸
の
強
力
な
指
導
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
農
民
側
は
ま
っ
た
く
受
身
の
立
場
に
立
た
さ
れ
た
。
し
か
も
、
そ
の
成
果
が
十
分
に
熟
し
き
っ
て
い
な
い
う
ち
に
通
水
を
見
た
。
し
か



も
、
こ
の
地
域
が
名
古
屋
大
都
市
圏
内
に
包
含
さ
れ
て
い
る
の
で
、

い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
起
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
諸
論
が
あ

り
、
将
来
の
研
究
課
題
で
も
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
展
の
基
盤
と
な
っ
た
の
は
、
国
家
社
会
環
境
で
あ
り
、
こ
れ
を
具
体
化

す
る
も
の
が
関
係
地
域
の
歴
史
地
理
的
条
件
で
、
そ
の
契
期
と
な
っ
た
も
の
が
気
象
災
害
で
あ
っ
た
。

文
献
と
一
註

愛知用水事業の歴史地理的考察

(
1
)

森
滝
健
一
郎
愛
知
用
水
と
愛
知
用
水
地
域
地
理
学
評
論
三
六
巻
二
号
(
一
九
六
三
年
)

(
2
)

愛
知
用
水
学
術
調
査
団
代
表
、
酒
井
正
三
郎
愛
知
用
水
と
地
域
開
発
東
洋
経
済
新
報
社
(
一
九
六
七
年
)

(
3
)

愛
知
用
水
公
団
・
愛
知
県
愛
知
用
水
史
(
一
九
六
八
年
)

た
だ
し
、
実
質
上
に
本
書
が
公
刊
さ
れ
た
の
は
一
九
七

O
年
の
夏
で
あ
る
。

な
お
技
術
関
係
に
つ
い
て
は
つ
ぎ
の
大
冊
が
あ
る
。

愛
知
用
水
公
団
愛
知
用
水
技
術
誌
四
巻
(
一
九
六
二
年
)

(
4
)

愛
知
県
愛
知
県
農
業
気
候
図
(
一
九
五
二
年
)

(
5
)

竹
内
常
行
溜
池
の
分
布
に
つ
い
て
地
理
学
評
論
第
一
五
号
一
!
四
号
(
一
九
三
九
年
)

(
6
)

拙
稿
藩
政
時
代
に
お
け
る
尾
張
の
人
口
の
分
布
と
変
動
、
地
理
学
評
論
一
一
六
巻
五
号
(
一
九
五
三
年
)

(
7
)

半
田
市
役
所
半
田
市
史
(
一
九
五

O
年
)

(
8
)

南
知
多
町
誌
南
知
多
町
(
一
九
六
五
年
)

同
書
の
一
九

0
ペ
ー
ジ
に
「
天
焼
き
」
と
称
す
る
記
録
が
あ
る
。
大
正
一
三
(
一
九
二
四
)
年
の
大
千
害
に
際
し
、
各
部
落
が
ワ
ラ
を
丘
陵
上
に

つ
み
あ
げ
、
郡
役
所
の
命
に
よ
っ
て
一
斉
に
点
火
し
雨
を
呼
ぼ
う
と
し
た
。
そ
の
後
わ
ず
か
な
降
雨
を
見
た
が
、
こ
れ
が
乙
の
「
天
焼
き
」
の
効

果
と
は
認
め
が
た
い
。
な
お
古
老
の
き
ロ
で
は
数
回
こ
の
よ
う
な
経
験
が
あ
っ
た
と
い
う
。

(
9
)

愛
知
用
水
土
地
改
良
事
業
計
画
書
の
資
料
に
よ
る
。

(
叩
)
緋
田
工
愛
知
用
水
運
動
の
回
想
ナ
ゴ
ヤ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
(
一
九
五
五
年
五
月
二
九
日
号
)
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(
日
)
浜
島
辰
雄
談
そ
の
他
に
よ
る
。

(
ロ
)
岸
哲
夫
明
治
川
崇
文
館
(
一
九
四
七
年
)

(
日
)
知
多
郡
農
村
同
志
会
愛
知
用
水
の
趣
旨
と
理
想
(
一
九
二
九
年
)

(
H
)
k
n
E
p
z
m
2
5口
当
2
2
ω
3
5
5
m
g
-民
主
5
ロ
F
O
仰向
E
0
・
〉

W
E
H
E向
。
己
O
口
君
主
2
ω
3
5
B
(同
区
間
足
。
田
宮

2
5
臥

W
E
E
-
)

同
申
品
也

(
日
)
東
海
製
鉄
株
式
会
社
当
社
の
概
要
(
一
九
六
二
年
)

こ
れ
に
よ
っ
て
、
愛
知
用
水
を
水
源
と
し
た
愛
知
県
営
工
業
水
道
に
よ
り
、
日
量
二
五
万
ト
ン
ま
で
の
淡
水
を
供
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

拙
稿
愛
知
用
水
と
畑
地
か
ん
が
い
地
理
、
六
巻
八
号
(
一
九
六
一
年
)

王
滝
村
王
滝
村
史
(
一
九
六
一
年
)

上
野
福
男
、
高
校
地
理
研
究
会
御
岳
乗
鞍
周
辺
の
地
理

村
上
三
智
雄
木
曾
川
源
流
の
村
々
|
王
滝
・
三
岳
村

二
宮
書
応
(
一
九
六
九
年
)

地
理
の
広
場
、
第
一

O
号
(
一
九
七

O
年
)

(
M
M
)
 

(η) 

(
阻
)

(
凹
)




